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 ここ２年間にわたって町会自治会等の地域活動に

ついて紹介してきましたが、今回は「八王子市町会自

治会連合会」（通称：「町自連」）をご紹介します。浅

川の暁橋のそばにある町自連の事務所（元横山町

1-29-3）で、前野修事務局長にお話を伺いました。 

八王子市町会自治会連合会は、八王子市町会総連合

会（昭和 37 年設立）、中央連合町会（昭和４４年設

立）及び浅川地区町会連合会（昭和３８年設立）の３

団体を母体に平成１４年に設立されました。２３の地

区連合会と３１５の町会・自治会・管理組合を擁し、

合計 121,187 世帯（平成 19 年度）が加盟していま

す。地区連合会は数町会から数十町会で構成されてい

るところもあり、地区連合会のアンバランスを解消す

るため、10 町会 2,000 世帯以上を基準とし、それに

沿った運用を進めているそうです。 

各単位町会の問題はそれぞれの町会や自治会等の

自主性を尊重し、地区の共通の問題は地区連合会で、

全市的な共通問題等は町自連で対応していくことを

基本的な考えとしています。 

「町会にも、役員の後継者不足など色々な課題があ

り、市と協働で町会の実態調査を行うなど、課題解決

に取り組んでいます。また、積極的な情報発信を行う

ため年２回の『町自連だより』の発行のほか、ホーム

ページも立ち上げました。今後、ＩＴ化は避けて通れ

ない問題でもあり、これから各町会にＨＰの立ち上げ

を促進していきます。町会の役員は比較的高齢者が多

くパソコンの操作が苦手です。そこで、昨年秋から『パ

ソコン研修会』を開催しています。今まで全くパソコ

ンに触れなかった人が、インターネットや年賀状作成

に取り組むようになりました。これらの指導は、実は

ＮＰＯの方にお願いしているんですよ。」と前野さん

は笑いながら語ってくれました。 

 また、町会活動を安心して行えるように、新たに「自 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

治会活動保険」に取り組むそうです。町自連が受け皿

になれば保険料の割引も受けられます。 

最後に前野

さんは「町会

とＮＰＯが、

お互いに足り

ない部分を補

完しあって協

力していけば、

八王子の町は

もっともっと

活性化します。

市民団体の皆

さんも、ぜひ地元の町会に対し、どんなことでもいい

から関わって欲しい。」「これからは地域に根ざした活

動に是非取り組んで欲しい。」と力強く語ってくれま

した。（取材：植村、杉田） 
 
（連絡先）八王子市町会自治会連合会事務局 

  192-0063 八王子市元横山町１－２９－３ 

  E-mail chojiren@chojiren-hachioji.jp 

  電話/FAX ０４２―６４８―６１１０ 

  （事務局：毎週火曜日・木曜日 午前９時～12 時） 

市民活動支援センターは、まちづくり・環境・教育・情報・福祉・国際・文化・スポーツなど、あらゆる分野の公益的市民活動を支援します。 

平成２０年３月 
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“地域社会づくりを支援する町自連” 

お知らせ！ 

防災講演会と消防庁音楽隊の演奏会 
日時 平成 20 年３月 12 日（水） 午後２時開演 

会場 いちょうホール 大ホール 

内容 １．講演会 

     演題  「大地震に備えて、町会自治会

は何をすべきか」 

     講師  東京消防庁 

防災部副参事 川村達彦 氏 

   ２．演奏会 東京消防庁音楽隊 

         カラーガーズ 

主催 八王子市町会自治会連合会 後援 八王子市 

（パソコン研修会の様子） 
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デイジー図書作製                「八王子朗読の会“灯”」 

私どもの会「八王子朗読の会“灯”」は、目のご不自由な方の目の代わりをして３０年になります。１２０名程

の会員が、定期発行の読売ウィークリー・街かど・新聞・俳句の４誌、対面朗読（市内４図書館及び盲学校）、テ

ープ図書、デイジー、校正、テープ管理の９部門で活動しています。 

ここ数年デジタル化の波の影響で、視覚障害者の読書もテープ図書からデイジー

図書へと大きく変化し、日本点字図書館では２０１１年にはテープ図書を全廃し、

全てデイジー図書に切り替えると決定しております。 

私どももデイジー図書作成に努力しておりますが、作成に必要なライセンス版、

音を取り込む WAVIO が不足して思うように捗らず、早急に機材の充実が必要でし

た。幸い平成１９年度市民企画事業助成金の交付を受けることが出来ましたので、

デイジー図書に携わる人数も増え、CD 版の数も倍増しております。 

八王子市の視覚障害者にいち早くデイジー図書をお届け出来ていることを嬉しく思っています。   

連絡先 「八王子朗読の会“灯”」 会 長 加藤松美  

電 話：０４２－６２１－２２７６ 

※ デイジー図書とは、ＣＤ－ＲＯＭに世界の点字図書館で合意したフォーマットによって、音声情報を記録しています。 
データ圧縮技術を利用することにより、ＣＤ１枚に最長約６０時間の録音が可能になりました。 
                           

３世代交流広場事業              「おおきに」 
乳幼児の親子や小・中・高・大学生、高齢者、団塊世代など、０歳から１００歳以上、男女を問わず誰もが気軽

に集える「場」（スペース０☆100）を提供しています。アパレルの倉庫だった約２０畳のスペースをボランティ

の方々や私たちの手で、土間があるちょっぴりなつかしい空間に作り変えました。 

 月変わりの手作りおもちゃの工作や荷物紐で作る籠、わら細工のしめ縄作りなど、 

物づくりを中心にイベントを開催しています。是非、のぞいてみて下さい。 

 世代を超えて人と人との繋がりを作ることができ、地域コミュニティー再生の一 

歩となればと思います。また、子どもたちにとって、家族や学校とちがって、異年 

齢の集団の中で、多くの人とかかわり、自ら育っていって欲しいと思っています。 

そして、高齢者の方々や多くの青年・大人がボランティアを体験し、今後も多く 

の活動に参加していただける機会となることを願っています。 

開催日：月・水・金 午前１１時から午後５時まで開設しています。 

場 所：明神町４-１３-１０ （南多摩高校の一本西側の路地を北に入ります。） 

連絡先：「スペース０☆100」 電話 ０４２－６４６－０７６６（高岩） 

「不登校引きこもり者自立支援及びカウンセリング新事業に関する広報活動」 

「カウンセリングスペースまてりあ」 

 「まてりあ」は、設立当初は、不登校ひきこもりの自立支援のみの活動でしたが、一昨年、会の名称を変え、

一般の方たち向けにもカウンセリングを行うことにいたしました。特にひきこもりの方や、その親御さんを対象

に使っていた箱庭（療法）を、広く一般の方たちにも知っていただき、役立てることが出来たらという思いから、

親子箱庭、箱庭（療法）体験、といったイベントを企画いたしました。リーフレットを作成し、さまざまな公の

機関に置いていただいたことにより、八王子のあちらこちらからお問い合わせをいただくようになりました。 

また思いがけない効果として、今までひきこもりの自立支援の案内では、なかなか繋がりをもてなかったひき

こもりの方の親御さんが、箱庭体験には参加して下さるということが多くありました。ひきこもりでお困りの家

庭に繋がりを持ちたいというのが「まてりあ」の気持ちです。今年もよろしくご支援ください。 

   
            連絡先 「カウンセリングスペースまてりあ」  
                代表者 兼広久美子 materia@tbh.t-com.ne.jp 

電  話 ０４２－６６２－８７０７ 

(デイジー図書作製の様子) 
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名 称：アクティブ市民塾 

日 時：４月１９日（土）１０：３０～１２：３０ 

場 所：市民活動支援センター 

テーマ：「この指とまれ、市民の底力！」 

～シニアと子ども・地域住民のいきいき交

流サロン～（仮題） 

講 師：きよぴー代表 近藤 功氏  

内 容：食事サービスだけでなく、地域の交流サロン 

になっている楽しい活動を紹介いたします。

（詳細未定）このような活動団体を立ち上げ

たい方にも、ぜひ参加して頂きたいと思いま

す。講座終了後、ご希望者は「きよぴー」を

見学できます。 

参加費：無料 （定員：30 名） 

申込み：電話またはＦＡＸで市民活動支援センターへ 

支 援 セ ン タ － か ら の お 知 ら せ  ＜お問合せ・お申込みは、市民活動支援センターへ＞ 

名 称：アクティブ市民塾 

日 時：３月２２日（土）１０：３０～１２：３０  

場 所：市民活動支援センター 

テーマ：「八王子からＪリーグ誕生を目指して！」 

    ～草の根のスポーツで夢ある“まちづくり”を～ 

講 師：東京スポーツビジョン２１代表 小泉 修氏 

内 容：誰でも気軽にスポーツを楽しみ、家族や地域 

  におけるふれあいが広がるまち。スポーツで

心身ともに健康で豊かな暮らしが出来るま

ちづくりをめざして活動する団体の紹介で

す。プロサッカーを育成し、J リーグをめざ

す活動のほか、お年寄りから子どもまでのス

ポーツ活動をサポートするコミュニティス

ポーツ（総合型地域スポーツクラブ）を推進

する活動などを紹介します。みんなでスポー

ツ談義に花を咲かせましょう。 

参加費：無料（定員：30 名） 

申込み：電話またはＦＡＸで市民活動支援センターへ 

♪♪ 相談事例コーナー ♪♪ 

Ｑ，ＮＰＯ法人設立を考えていますが、法人申請にあた 

り、事前に検討をすべき要件について相談したい。 

Ａ，・どんな目的で活動するのか、どうして法人にしたい

のか「設立趣旨」を明確にすること。 

そうして、具体的に活動が見える内容にすること。 

・法人になったほうが良いか、メリット、デメリット 

を検討すること。 

・継続的に活動を推進し、ミッションを達成していく

ための財源が確保されているか。 

・経理等事務処理を担当してくれる人材を確保してい 

るのか。 

・事業開始時期は、申請して約４ヶ月後の認証がおり 

た時を想定して策定すること。・・・等 

Ｑ， 町会の役員をしているが、他町会で法人化をしたと 

  の話を聞いたがどの様なケースか知りたい。 

Ａ， 一般的には、町会、自治会所有の施設（自治会会館 

等）を法人化し運営管理をする事例が多い。市の担当 

窓口所管は協働推進課です。また、ある町会ではＮＰ 

Ｏ法人を設立し、地元の「学童保育所」を指定管理者 

として運営管理している例があります。 

名 称：市民活動入門講座 
日 時：３月２９日（土）13：00～16：00 

場 所：市民活動支援センター 

テーマ：「どう創る、あなたのセカンドライフ」 

     ～シニア・団塊世代のライフ設計～ 

講 演：（株）経営ソフトリサーチ企画役 平井 昌夫氏 

     「団塊世代のライフスタイルと市場動向」 

ワークショップ： 

（株）ショートワークス代表 吉田 豊氏 

     「考えてみよう・遊ぶ・働く・エコライフ」 

内 容：地域デビューする団塊世代の人たちが、仲間 

  をつくって趣味・市民活動・起業など、さま

ざまな活動をしてゆくためには、一体どのよ

うな点に留意すべきか。講演とワークショッ

プにより、参加者みんなで考えます。 

定 員：４０名 

申込み：電話またはＦＡＸで市民活動支援センターへ 

市民活動支援センターの連絡先 
電 話 ０４２－６４６－１５７７ 
FAX ０４２－６４６－１５８７ 

《中学生がセンター見学に来所しました》 
  

 ２月７日、市立第四中学校一年生の生徒６名が学習活動

の一環として見学にきました。 

「市民活動って何？」「どんな 

団体があるの？」「大変なことは 

何ですか？」などの質問や、セ 

ンター内を興味深く見学し、ま 

たセンター長の説明にも熱心に聞き入っていました。 

今回の職場見学で、見たり、聞いたり、感じたことなど

をこれからの学習に生かして欲しいとスタッフ一同願って

います。 

【新年度のアクティブ市民塾の予定】 

４月～９月までのアクティブ市民塾の講座をお引受け

いただく市民団体は、次のとおりです。 

 ４月度（４／19）「きよぴー」 

 ５月度（5／17）「八王子チャイルドライン」 

 ６月度（6／21）「グローバルアドベンチャー」 

 ７月度（7／19）「百歳長寿・明日をひらく中高年の会」 

 ８月度（8／16）「滝山城跡群・自然と歴史を守る会」 

 ９月度（9／20）「八王子センター元気」 
    

テーマが決まりましたら、市広報・市民活動通信・HP・

チラシなどでお知らせいたします。 
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市民活動団体のイベント情報 

名 称 八王子カルチャーセンター講座 煎茶道 

日 時 ３月より毎月第２・第３・第４金曜日 

      １０：００～１３：００ 

内 容  お茶をおいしく頂くために考えられた作法を

知ることにより、おもてなしの心、美しい立

ち居振る舞い、マナーを学びながら、玉露、

煎茶、培茶、冷茶、番茶など、様々なお茶を

ご一緒に楽しみましょう。 

会 場 八王子市上野町３２－６ 阿部茶室 

参加費 入会金 2,100 円、月 6,300 円、 

他に水屋料 1 回 500 円 

定 員 15 名 

申込方法 八王子市レクリエーション協会へ電話を！ 

主 催 ＮＰＯ法人 八王子市レクリエーション協会 

問 合 せ 先 電 話 ６５６－０９０１ 

    ＦＡＸ ６５６－３７０９ 

名 称 八王子福祉交通運転者技術講習セミナー 

日 時  ４月６日（日）５月１１日（日）６月８日（日） 

７月６日（日） いずれかの１日講習 

内 容 ●自家用有償旅客運送・運転者の講習（国土

交通大臣認定講習）●高齢者・障害者等を支

える運転者講習（法令義務）●福祉有償運転

者講習●セダン等運転者講習 

会 場 八王子市民会館  

参加費 受講料 ２０，０００円 

定 員 １０～２０名 

申込方法 ＦＡＸにてお申込みください。 

（申込書は、「ケアセンター八王子」のＨＰに掲載してあります。） 

主 催 ＮＰＯ法人 ケアセンター八王子（講習事務局） 

問 合 せ 先 電 話 ０４２－６６９－５７３３ 

     FAX  0４２－６６９－５７８７ 

※ 市民活動通信は、年６回奇数月に発行し、市内各駅の広報スタンドや市民センター等の公共施設で配布して

いるほか、市民活動支援センターのウェブサイトでもご覧いただけます。 

お気付きの点は、市民活動支援センターへご連絡ください。 
 
電 話   ０４２－６４６－１５７７       FAX   ０４２－６４６－１５８７ 
URL  http://www.shiminkatudo-hachioji.jp/shien-center 

 

お父さんお帰りなさいパーティーも今回で７回目

となります。昨年度はＮＨＫで全国放送がされるな

ど、大いに盛り上がったパーティーとなりました。 

お父さんお帰り 

なさいパーティー 

は主にシニアの方 

々の第二の人生を 

楽しく過ごすため 

の一つの方法とし 

て、市民活動団体 

をご紹介するイベントです。八王子にはたくさんの

市民活動団体が活動していますが、各分野で活躍す

る 30 ほどの団体に当日参加いただき、直接その団

体の方と飲み物を飲みながらじっくりお話しいただ

く内容です。今回は特に退職時期を迎えた団塊世代

の男性に限ることなく、女性の方にも楽しんでいた

だけるよう内容を工夫いたしました。 

今回も毎回好評な八王子近辺の活動団体紹介資料

（約１００団体掲載）をさらに充実させ、参加者全

員へお持ち帰りいただきます。ぜひ、お一人でもご

夫婦お揃いでも、お気軽にご参加ください。きっと

新しい仲間が見つかることでしょう。 

記 

１．日時：３月１５日（土）午後１：３０開場、 

２．場所：東京都八王子労政会館 

（京王八王子駅から徒歩７分・・地図参照） 

３．会費：１，５００円（資料代、軽飲食代を含む） 

４．プログラム： 

２：００ 挨拶、趣旨説明、 

パーティーの進め方説明 

  ２：４０ 活動団体の紹介、（分野別の各会場に

分かれて自由に説明を聞く） 

  ４：００ 大ホールに集まって、生演奏を聞き 

ながらビール片手に懇談。 

気楽に、聞いたり答えたりする時間です。 

  ５：３０ 自由解散 

５．参加希望者の申込み先：八王子市民活動協議会 

電話 ０４２－６４６－１６２６ 

“新しい仲間、地域で見つけよう！” 
第７回「お父さんお帰りなさいパーティー」 
～～～お母さんもご一緒にどうぞ～～～ 

分野別の説明風景 

 


